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ガンマ線バースト（gamma-ray burst, GRB）は宇宙最大の爆発現象と言われ、瞬間的に全銀河に匹敵する光
度のガンマ線を放射する。その膨大な放射エネルギーにも関わらず、発見以降 50年以上経った今でも相対論的
ジェットの駆動機構、ガンマ線の放射機構、中心エンジンの正体等、基本的な情報が未解明である。GRBの物理
機構解明のための比較的新しい手段として地上ガンマ線望遠鏡による約 100 GeV以上の超高エネルギーガンマ線
の観測が挙げられる。2000年以降MAGIC、H.E.S.S.、VERITAS等現行の主要な地上ガンマ線望遠鏡が建設さ
れ、現在までに計約 200もの超高エネルギーガンマ線天体が発見されるも、GRBの明確な検出は長らく達成でき
ていなかった。MAGIC望遠鏡は、17 mの大口径による低いエネルギー閾値や 30秒以内で全天観測可能な高速
回転性能など、他の地上ガンマ線望遠鏡と比べGRB検出のために有利な特徴をもつため、長年GRBの検出を期
待されてきた。そして遂に 2019年 1月 14日、GRB 190114Cの発生アラート受信後ただちにMAGIC望遠鏡が
ポインティングし観測すると、大きな天頂角や月光下にも関わらず、300 GeV以上において非常に明るいガンマ
線を初検出した。本講演ではMAGIC望遠鏡によるGRB 190114Cの観測について、主に観測方法やデータ解析
方法、解析結果を紹介する。


